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最近の個人情報集積事情

～電子私書箱の動き～～電子私書箱の動き～

第三回ＤＢＳＣセミナー



２００８．２．５ 安田 浩 All rights reserved 2

概概 要要

情報分析の重要性

画像ﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝは必然

まとめ

電子私書箱
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画像ビッグバンは必然画像ビッグバンは必然



２００８．２．５ 安田 浩 All rights reserved 4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

98 00 02 04 06 08 2010
（出所）通信機械工業会、資料による推計

ＰＣ系
２９兆円

ネット家電
４７兆円

2003：地上波デジタル（３大都市部）

2007：地上波デジタル完了

民生用AV関連

モバイル関連

カー関連

パソコン

非ＰＣの成長

累計（国内市場・兆円）

2001/10：IMT2000 次世代携帯電話

2000/12：BSデジタル本放送

ユビキタス
ネットワーク
時代の幕開き

ＰＣ中心の
Ｗｅｂ

ｺﾝﾋﾟｭﾃｨﾝｸﾞ

三位一体によるﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ユビキタスインフラの完成三位一体によるﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ユビキタスインフラの完成

写メール
の登場

２１世紀２０世紀

01

i-モードを初
めとするモバ
イルインター
ネットの普及
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画像ビッグバンを生み出す環境画像ビッグバンを生み出す環境
～誰でも放送ができます～

ブロードキャスト
１：Ｎ マスコミ 放送

通信メッセージング
１：１

ミニコミ
Ｍ：Ｍ

マイクロコミ
ｍ：ｍ

放送と通信
の融合

発信源数

創る

送る

視聴対象数

楽しむ

受ける
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画像ビッグバン
正スパイラル 誰もが見に来る

見てもらいたい
→検索され易い情報の発信
隠したい→情報保護
かく乱したい→囮情報の発信

産業/研究/教育活動
のすべては情報信憑
性検証能力に立脚

情報立脚文化であることを
解り易く発信→映像発信

誰もが見に来る

見てもらいたい
→検索され易い情報の発信
隠したい→情報保護
かく乱したい→囮情報の発信

産業/研究/教育活動
のすべては情報信憑
性検証能力に立脚

情報立脚文化であることを
解り易く発信→映像発信

誰もが見に来る

見てもらいたい
→検索され易い情報の発信
隠したい→情報保護
かく乱したい→囮情報の発信

産業/研究/教育活動
のすべては情報信憑
性検証能力に立脚

情報立脚文化であることを
解り易く発信→映像発信

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ社会の整備

画像ビッグバンは必然画像ビッグバンは必然！！
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カンブリア紀「生命カンブリア紀「生命ビッグバンビッグバン」に学ぶ現代「」に学ぶ現代「画像ビッグバン画像ビッグバン」への対処法（１）」への対処法（１）

参考文献： 「眼の誕生」 アンドリュー・パーカー著 渡辺政隆/今西康子訳 草思社 ２００６年

項目 カンブリア紀「生命ビッグバン」 ２１世紀 「画像ビッグバング」

大爆発の定義

体色の多彩化

体殻の発生と多様化

数量の増加

五感の導入か？
テキストのみ
→音、絵、香、触、味 の付加

量の増大→数のみならず量も

動物種 地域文化

霧が晴れて光が溢れる
ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ環境が出来、
遠隔地の情報を誰でも容易に

収集可能となる

眼 五感検索エンジン（遠隔眼）

受動的捕食→能動的捕食 受動的情報収集→能動的情報収集

対象

環境変化

出現した物

淘汰圧力

対
比
事
項
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参考文献： 「眼の誕生」 アンドリュー・パーカー著 渡辺政隆/今西康子訳 草思社 ２００６年

項目 カンブリア紀「生命ビッグバン」 ２１世紀 「画像ビッグバン」

４６億年前

１０億年前→多細胞動物誕生 ５千年前→４大文明誕生

５億４３００万年前
霧が晴れ、すべてが見える

眼の誕生

１９８０年代
ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ環境ができた
遠隔眼（五感検索エンジン）の誕生

３９億年前→生命誕生 ３百万年前→ｱｳｽﾄﾗﾙﾋﾟﾃｸｽ誕生

１２億年前→単細胞生物誕生 ３万年前→ホモサピエンス誕生

地球誕生

発展始まる

大爆発開始

歴

史

誕生

形を成す

大爆発終了 ５百万年 初期三葉虫一人勝 ５０年？→２０３０年には淘汰終了

硬組織と擬態 情報保護と囮情報発信

探知知能の向上 情報信憑性検証能力の向上

目立つ体形・体色の獲得 解易い情報発信力（動画発信）の向上

守る

考える

訴える

対
応
策

カンブリア紀「生命カンブリア紀「生命ビッグバンビッグバン」に学ぶ現代「」に学ぶ現代「画像ビッグバン画像ビッグバン」への対処法（」への対処法（22））



２００８．２．５ 安田 浩 All rights reserved 9

(7) グローバルな理解を得るための情報発信が必要

(5) 情報の日本文化に整合した効率的理解促進が必要
(4) 知識化・理解促進のためにすべてのデバイド解消が必要

情報の価値化・知識化・映像を用いた発信が鍵

(0) 情報主体で考える人材育成が必要

(2) グローバルに最新の情報への迅速なアクセスが必要

(8) 全体に対し情報の安心安全環境の構築が必要
(9) 上記を支えるためのＮＷインフラ・ＢＣＩ技術が必要

国・地域の知財力を強化するには国・地域の知財力を強化するには

(1) 国内での情報の集積化と迅速なアクセスが必要

(3) 収集情報の再利用のための巨大アーカイブが必要

(6) 個人型検索エンジンの開発とそのためのアーカイブ必要(6) 個人型検索エンジンの開発とそのためのアーカイブ必要
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プライバシーデーターベース
が鍵

情報を活用するには情報を活用するには
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平成２０年１月２９日

電子私書箱サービス成立に向けた諸条件

資料4

第３回電子私書箱検討会 資料４
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１． 電子私書箱の利用は本人が選択できることが必要で
ある。

電子私書箱サービスの要件電子私書箱サービスの要件
É利用者からみた電子私書箱の望ましい要件は何か

２．利用者の情報を安全に管理するため、法令やガイドラ
インの遵守が求められる。

→ 国内法で対応が可能であること。

３．.継続的に個人の情報を扱うため事業の継続性が求め
られる。

→ 仮に電子私書箱サービスを終了する際
には、取り扱ったデータを別の電子私書
箱に移行できるようにする必要がある。




